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ニニギが天空から地上に降りてくるときに道案内をした、みちひらきの神サルタヒコにあやかり

企業のDXを目指す方向に導きたいという思いを込めました。



PFデジタル化診断[IPA] 対策する

１．プラットフォームデジタル化指標とは

●プラットフォーム（PF）デジタル化指標の目的
企業がDXを推進する中で、DX推進指標などによりITシステムに何らかの問題があると判断した場合に、
①ITシステムの詳細な評価により問題を可視化する
②対策が必要なITシステムの部位を特定し、優先順位決定のためのビジネス上の重要性などについて明確にする
③優先順位に従って対策を実行するためのロードマップを策定して実行に移していくことを促進する

●PFデジタル化指標想定利用者
①DXを推進する企業（経営者の判断のもとに企業IT部門が実施する）
②コンサル・ITベンダなど（企業から委託を受けてITシステムの評価を客観的に企業と共に実施する）

●経済産業省DX推進指標との関係

指標 タイミング スコープ

DX推進指標 ・定期的に実施（1回／年と
か）

・企業のビジネス
とITシステムの両
方

PFデジタル化
指標

・DX推進指標で問題あり
と判明したとき
・経営者が自社のITシステ
ム状況を十分に把握でき
ていないと感じたとき

・ITシステムが主
体

凡例： 経営判断を示す

STEP1

DX推進指標［経済産業省］

DX推進のための経営の
在り方、仕組み

DXを実現する上で基盤となる
ITシステムの構築

STEP２

PFデジタル化指標

STEP３

対策しない

経営者 経営者＋IT責任者 IT責任者＋担当

経営としてのDX対応 相互作用
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●PFデジタル化指標利用方法
①すでに問題がありそうなシステムがわかっている場合や、あるいは試験的にスモールスタートをしたい場合は評価項
目を絞って適用することが可能。
②コンサル・ITベンダなどの既存の評価指標での評価と組み合わせて利用することも可能。

※２

※１

※１：「DX実践手引書 ITシステム構築編 レガシーシステム刷新ハンドブック」
…現行ITシステムの整理、仕様復元に関して記載。

レガシーシステム刷新
ハンドブック

DX実践手引書
ITシステム構築編

※２：DXで必要となる基本的な考え方、ITシステムの要件、
技術要素などを記載。



２．プラットフォームデジタル化指標の構成

対象 種別 大分類 項目数

I

T

シ

ス

テ

ム

全

体

属性情報 財務 5

評価項目

機能システム間の独立性

12

データ活用の仕組み

運用の標準化

ガバナンス プロジェクトマネジメント、品質

セキュリティ、プライバシー

CIO、デジタル人材

機

能

シ

ス

テ

ム

ご

と

属性情報

事業特性

13

影響度

システム特性

保有リソース

IT資産の状況

評価項目

①DX対応に求められる要件 データ活用性

46

アジリティ(ユーザ要件への対応)

アジリティ(非機能要件への対応)

スピード

②基礎的な要件 ITシステム品質 利用品質

開発品質

IT資産の健全性

PFデジタル化指標は大きく分けて ①ITシステム全体と②機能システムごと から構成される。
さらに前記①、②は属性情報と評価項目から構成される。

企業のITシステム全体を評
価する。

企業のITシステム全体を構
成する「機能システム」を評
価。

評価する上で把握しておくべ
き特性・状況など。

目指すべき状態に対して現
状がどのような状態であるか
を評価。

DX実現に必要な変化への
柔軟かつ迅速な対応、デー
タ活用の度合を評価。

DX対応上で前提となる、ソ
フトウェア品質および技術的
負債の状況を評価

各社に共通の項目とす
る（個社固有の観点は
入れてない）

機能システムごとの項目
については、一部項目は
評価対象外とすることも
可能

●指標の構成
①ITシステム全体
②機能システム
については次ページ参照
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２．プラットフォームデジタル化指標の構成

●ITシステム全体と機能システム（参考例）

予約

・空席照会
・予約受付
・予約記録管理
・旅客情報管理

e-コマース

・予約
・販売
・顧客

販売・収入管理

・営業支援
・販売統計

発券

・乗船券発券

乗務員

・乗員管理
・スケジュール管理

予約リクエスト
情報

空席・運賃・
予約 情報

予約情報 発券指示情報

発券情報

旅客情報

A社 ITシステム全体

旅客システム

小型貨物運送

・車両・貨物

貨物営業

・営業

予約台数

運送情報

販売企業

精算機関

予約発券
リクエスト情報

空席・運賃・
予約・発券情報

請求情報

入金情報

請求結果情報

請求情報

被請求情報

請求情報

全体システム 機能システム

サブシステム

外部接続先
凡例

PFデジタル化指標の

ITシステム全体
に該当

PFデジタル化指標の

機能システム
に該当

【機能システム】
複数のサブシステムから構成される事業部門に対応し
たシステム。総合テストを同時に実施する単位に相当
する。
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３．プラットフォームデジタル化指標適用パターン

①ITシステム全体に適用

②一部の機能システムに適用

③一部の機能システムに適用
＋(DXに求められる要件 or
基礎的な要件) を適用

●PFデジタル化指標適用パターン
下記の3パターンを想定している。

現在のITシステム全体の状況
が把握できていない場合

問題がありそうな機能システム
が既にわかっている

問題がありそうな機能システム
が既にわかっている、あるいは
試験的にスモールスタートした
いときは評価項目を絞って適
用 5



４．プラットフォームデジタル化指標からわかること

●PFデジタル化指標からわかること

対象 種別 大分類

I

T

シ

ス

テ

ム

全

体

属性情報 財務

評価項目

機能システム間の独立性

データ活用の仕組み

運用の標準化

ガバナンス

機

能

シ

ス

テ

ム

ご

と

属性情報

事業特性

影響度

システム特性

保有リソース

IT資産の状況

評価項目

①DX対応に求められる要件

②基礎的な要件 ITシステム品質

IT資産の健全性

財務情報から、ITシステムへの注力度合、変化への対応力などを確認
• 全費用に占めるIT費用の割合（ITへの注力度合）
• ランザビジネス費用は削減され、バリューアップ費用は増加しているか
• 全従業員数に占めるIT関連従業員数の割合（ITへの注力度合）
• IT関連サービス費用とIT関連資産の割合（変化への対応力）

ITシステム全体または全社横断的な視点で可視化
• 複数機能システム間の処理の独立性や、データの独立性
• データ分析の仕組み、AI（Artificial Intelligence）活用の仕組み
• 統合された運用基盤の仕組みとルール
• ITのプロジェクトマネジメントに必要な規定と体制、品質管理の標準化と適用
• セキュリティ、および個人情報保護のポリシー、ルール
• CIOは、必要な権限を与えられているか（全社最適の視点）
デジタル技術活用戦略に適した人材数はどの程度充足しているか

機能システムの特性を把握しリソース状況などを可視化
• 影響度、扱うデータ、期間あたりの変更回数など、機能システムの特性を把握
• 機能システムのIT費用やIT関連部門の人数が、「影響度」に見合っているかな
どを可視化して、詳細な調査につなげていく

機能システムの、①DX対応に求められる要件、②ITシステム品質、 ③
IT資産の健全性、について可視化

①ITシステム全体の問題点、ITシステムの全社課題がわかる

②ITシステムの問題箇所（機能システム）がわかる。「問題なし」も明確になる

③DXに求められるITシステム要件としてのデータ活用の度合や、デジタル技術の活用

の度合がわかる

④基本的なITシステム要件の充足度合がわかる

⑤現在のITシステムの技術的負債の度合がわかる
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５．プラットフォームデジタル化指標評価手順

●PFデジタル化指標評価手順例

評価・診断の実施者
①企業のITシステム部門、DX推進部門
②企業から委託されたコンサル・ITベンダ
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・評価の目的と評価項目の検討
・評価の進め方検討

評価項目に回答できる
要員招集、情報収集

評価実施
・ITシステム全体に関する評価（ステップ１）

・機能システムごとにDX対応状況を評価（ステップ２）

・影響度、事業特性を考慮して総合評価（ステップ３）

評価結果のレビューと
対策の検討

PFデジタル化指標の適用パターンを決める
①企業のITシステム全体に適用（ステップ０）

②一部の機能システムのみに適用
③一部の機能システムに対して一部の評価項目の
み適用

必
要
な
ら

IT
シ
ス
テ
ム
の
対
象
範
囲
、

評
価
項
目
を
再
検
討
す
る
。 ・要員：アプリ開発者、運用担当者、経費管理者等

・情報：IT投資情報、IT要員情報、各種開発・運用標準、仕様
書、インフラとアプリの更新履歴 等

※「PFデジタル化指標（項目と設問）」の評価のために必要な情報の例を参照

・評価の目的と進め方に沿った、PFデジタル化指標の適用パターンを
決める
・企業のITシステム全体に適用する場合は、事前準備として「ITシス
テム全体を把握」する事（ステップ０）が必要となる。
※「DX実践手引書 ITシステム構築編 レガシーシステム刷新ハンドブック」を参照

適用パターンに対して、想定する評価作業は下記のとおりとなる。
①企業のITシステム全体に適用：ステップ1、２、３
②一部の機能システムにのみ適用：ステップ2、３
③一部の機能システムに対して一部の評価項目のみ適用：ステップ２

・必要であれば再度戻って、評価プロセスを繰り返す。
・評価結果をもとに、DX対応のため現行ITシステムをどのようにする
か検討し、責任者が経営層へ報告する。

下記の観点から評価の目的、評価の項目と進め方を検討する。
①DXに向けたビジネス目的と、現在のITシステムの状況
②小さく始めて、その後対象システムと評価項目を拡大するか
③初めからITシステム全体を対象に網羅的に進めるか

【説明】



６．プラットフォームデジタル化指標評価結果例

1

2

3

1

2

3

・再構築・廃止・機能凍結の対象の明確化（一部の機能システムかITシス
テム全体か）、優先順位
・ロードマップ、段階的な実施スケジュール
・再構築の実装方式（非競争領域では共通化を業界内に働きかける。ある
いは外部サービスの利用検討）

ITシステム全体評価結果例

機能システム別属性情報評価結果例

機能システム別評価項目 評価結果例

総合評価結果例
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７．プラットフォームデジタル化指標関連ドキュメント

ドキュメント名 説明

プラットフォームデジタル化指標（活用ガイド） PFデジタル化指標を利用する上で知っておくべき、評価の考え方、評価方法、項目の概要、

分析例などを記載。

プラットフォームデジタル化指標（項目と設問） PFデジタル化指標の各項目について、設問内容の詳細と評価に必要な情報の例を記載した

一覧表。「活用ガイド」と合わせて、適宜参照するドキュメント。

プラットフォームデジタル化指標（評価表_＊） PFデジタル化指標の評価表であり、設問への回答の記入、点数の集計、分析などに使用す

る表の集まり。3種類のファイルから構成される。

PFデジタル化指標（評価表_ITシステム全体） ITシステム全体の評価で使用する

PFデジタル化指標（評価表_機能システム） 機能システムの評価で使用する（機能システムの数だけコピーして使用）

PFデジタル化指標（評価表_総合評価） 総合評価で使用する

プラットフォームデジタル化指標・DX実践手引書連携ガイド 評価結果から対策を検討する際にDX実践手引書を活用するガイド

プラットフォームデジタル化指標・DX実践手引書連携ガイド

（詳細表）

PFデジタル化指標の項目と連携するDX実践手引書の章・項を対応付けた一覧表

＜PFデジタル化指標のドキュメント＞

＜関連ドキュメント＞

ドキュメント名 説明

DX実践手引書 ITシステム構築編 DXで必要となる基本的な考え方、ITシステムの要件、技術要素などを記載したドキュメント。

現行ITシステムの整理、仕様復元についても別冊に記載している。

●PFデジタル化指標ドキュメントは下記のように構成される
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詳しくは以下のWebサイトを参照してください。
https://dx.ipa.go.jp/tools/pfdi
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/pfd-index.html

https://dx.ipa.go.jp/tools/pfdi
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/pfd-index.html

